
 

 

 

 nanoDSF / 蛋白質立体構造簡易評価装置 

Tycho はタンパク質の立体構造状態を短時間で評価します。 

35〜95℃の範囲を30℃/分の速度で加温し、その間に検出され

る蛍光(330nm と 350nm)を測定します。加温によりタンパク

質の立体構造が崩れ、内在していたトリプトファンとチロシン残

基が表面化します。これにより生じる蛍光比率(350/330nm)の

変化をプロットし、サンプルの立体構造状態として評価します。 

標準サンプルをリファレンスとし、リファレンスとの差から状態

を判断します。 

保存状態確認 濃度確認 バッファースクリーニング タンパク精製確認 

機能性確認 同一性確認 純度確認 

Tycho キャピラリータイプ 


